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オープンサイエンスを巡る学術会議の活動

背景と課題
• 学術の成果をできる限りオープン化し広く共有することにより学術の
進展を加速化すること、学術的知見の導出の拠り所となる研究データ
をオープン化することにより研究成果の再現性を高めること等を目的
とした「オープンサイエンス」なるサイエンスの新しい方向性が世界
的に注目され、具体的な取り組みが開始されている。

• 社会システムの維持および学術の進展を支えるためには､科学が正確
なデータと論理で対処する基本的な概念形成が不可欠となる。近年の
情報技術は、物理とデータによるデジタルツインに基づき社会のレジ
リティの確保と研究手法そのものの変革を促しており、データ基盤の
構築並びにその利活用の検討を深めることが不可避となっている。

• 学術会議では､前期の委員会による提言を踏まえ､データの運用を支え
るプラットフォームとルール作りをあらゆる分野に展開するため、
データ利活用の具体的方策の検討が求められる。本課題が学術の全分
野に渡ることから､学術会議において想定される諸課題を踏まえて議
論することが望まれる。



オープンサイエンスを推進するデータ基盤とそ
の利活用に関する検討委員会（25期）

設置要綱
• 委員会は、学術の成果をできる限りオープン化し広く共有するこ
とにより研究の進展を加速化すること、および学術的知見の導出
の拠り所となる研究データをオープン化により研究成果の再現性
を高めること等を目的とし、国際的な情勢を踏まえてデータ基盤
の構築並びにその利活用を検討する。

• 学術の新しいあり方を見定めつつ、データの運用を支えるプラッ
トフォームとルール作りを分野横断的に展開し、データ基盤を実
装するための具体的な進め方を深める。

• 提言「オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあ
り方に関する提言」（平成 28 年7月6日、オープンサイエンスの
取組に関する検討委員会）

• 提言「オープンサイエンスの深化と推進に向けて」（令和2年6月
3日、オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会）



委員会の活動状況
第1回2020年12月28日

• 幹事の決定、オープンサイエンスに関する意見交換
第2回2021年3月1日

• 追加委員の決定、オープンサイエンスに関する意見交換
第3回2021年9月17日

• 学術フォーラムの企画について
第4回2021年11月9日

• コロナ禍がメンタルヘルスに及ぼす多面的な影響の検討～
データの解析により浮き彫りにしたコロナ禍における社会の
心の歪み～

• 欧州におけるデータ共有政策の状況
第5回2021年12月20日

• オープンサイエンスのためのデータ管理のあり方に関するア
ンケート調査の実施について

• 学術フォーラムについて
第6回2022年3月10日

• ALI-ELIデータエコノミー原則について
• 学術フォーラムについて



学術フォーラムの開催
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 近時の学術研究においては、分野を問わず、多種多様なデータを取扱うことが増
えている。データの利活用は、今後の学術研究を加速度的に進展させるために極
めて重要な役割を果たすが、取扱いを誤ったときには研究の中止や研究成果の撤
回に追い込まれるといったリスクも増える等、その取扱いは容易ではない。

 研究者の皆様からは、とりわけ個人情報を含むデータに関するルールが複雑で分
かりにくく、その取扱いを躊躇するといった声が聞かれる。

 2022年4月から施行される新たな個人情報保護法においては、公的部門・民間部
門を問わず学術研究分野の規律が統一されるとともに、安全管理措置等の規定の
適用を受けことになることからも、学術研究機関等におけるデータガバナンス体
制の構築が求められている。

 メリットをより多く享受しリスクを軽減させるため、文部科学省の指導の下、国
立情報学研究所では次世代研究データ管理基盤の整備を進めてきた。

 個人情報保護をはじめとして、様々な分野の有識者を構成員として実態把握及び
課題検討を行い、解説のためのハンドブックを作成することで、文理様々な学問
領域分野にまたがる次世代研究データ管理基盤の利用者が円滑かつ安心してデー
タの利活用を進められることを目指している。

オープンサイエンスのためのデータ管理基盤ハンドブック
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アンケートへのご協力、誠にありがとうございま
した。

概要：オープンサイエンスを推進するデータ基盤とそ
の利活用を進めるに当たり、学術研究者から個人
情報（生データ、仮名化・匿名化されたデータ等）
を含むデータの取扱いについて、昨今の法改正や
所属組織内の規程が複雑で分かりにくい、また扱
いを躊躇するとの声が聞かれる。
こうしたデータを円滑に利活用できるようにする
ための検討の基礎資料として、研究の場において
どのような問題点、また課題意識があるかについ
て、本委員会のご賛同を得て、検討会と共同の形
を採り、学術会議事務局を通じて会員・連携会員
にアンケートを実施し、回答をいただいた。

実施期間：2021年12月24日～2022年1月17日

回答数： 102（〆切後来着分含む）

アンケート概要
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 Q5-1:個人情報を利用するリスクを懸念した。

Q５：個人情報利用のリスク（１）
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懸念を感じたことあり

研究計画を見直したことあり

研究計画を断念したことあり

研究成果の公開方法を見直したこ…

研究成果の公開を断念したことあり

懸念を感じたことなし

0 10 20 30 40 50

n=86

 Q5-2:「不明確に感じたことはない」以外の選択肢を選んだ場合、その具体的な内容を
教えてください。（回答数 30）







答申に向けた準備状況

• 企画分科会の設置
1. 研究機関等において必要となる研究データ管理のための課

題の整理と具体的方策
2. 各分野の多様性を踏まえ、今後のデータ駆動型科学の振興

のために考慮すべき事項
3. 小委員会での審議結果を踏まえた、親委員会での審議内容

の整理・調整
• 小委員会の設置

1. 研究機関等において必要となる研究データ管理のための課
題の整理と具体的方策

2. 各分野の多様性を踏まえ、今後のデータ駆動型科学の振興
のために考慮すべき事項
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